
 

 

 

 

１．発表会の目的 

本発表会は、平成8年に発生した蒲原沢土石流災害を契機として、その教訓を

踏まえ安全な施工を行うための技術力向上を図る事を目的として開催しています。 

発表会では、各現場での安全施工に対する創意工夫及び失敗事例等を相互に情報

発信し学び合うこととしています。 

 

２．開催日時 

 日時：令和５年２月１５日（水）１３：３０～１７：２５ 

 ※プログラムは別添次第のとおり 

 

３．発表会場 

 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷村上１４８０番地 

 奥飛騨総合文化センター 

TEL ０５７８－８９－２１４４ 

 ※添付アクセスマップを参照ください。 

 

４．概  要 

 発表会では令和４年度に神通川水系砂防事務所管内で施工された工事・業務委託

から応募頂いた論文２３編の中から事前審査にて選考された６編の発表を行いま

す。 

 

５．講  演 

 発表会にあわせて、（一社） 日本労働安全衛生コンサルタント会 富山支部  

副支部長 労働安全コンサルタント 髙嶋敏秀 氏から 

 「安全衛生活動の再確認」と題した講演をいただきます。 

 
※取材上の留意点 

①取材は開会から閉会の辞まで可能です。  ②会場内には記者席をご用意させていただきます。 

③論文集等の資料は当日受付でお渡しします。④名刺等をいただければ表彰結果を別途お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 者 発 表 日 時 

令 和 ５ 年 ２ 月 ６ 日 

配 布 を も っ て 解 禁 

～ 蒲原沢土石流災害を教訓に 安全な施工のために ～ 

令和４年度工事安全施工管理研究発表会を開催します 

○問い合わせ先 

北陸地方整備局 神通川水系砂防事務所 

TEL ０５７８－８２－１２２０（代表） 

 

副所長（技術） 中田
なかだ

 圭一
けいいち

（内線２０４） 

工務課長    松森
まつもり

 亨
とおる

 （内線３１１） 
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住所：高山市奥飛騨温泉郷村上１４８０番地
TEL ：０５７８－８９－２１４４

            至

            新

            穂

            高

       　　　　　　　

奥飛騨総合文化センター

会 場 案 内 図

会場

至

神
岡

至

新
穂
高

至 平湯



令和４年度 神通川水系砂防事務所 
 

 工事安全施工管理研究発表会 

 

主催：神通川水系砂防事務所工事安全対策協議会 

 

場所：岐阜県高山市奥飛騨温泉郷村上１４８０番地 

     奥飛騨総合文化センター （ＴＥＬ０５７８－８９－２１４４） 

 

日時：令和５年 ２月 １５日（水） １３：３０～１７：２５ 

 

 

式 次 第 

 

 

 

一．開 会      13:30 

 

一．主催者挨拶    13:30～13:35  工事安全対策協議会長（神通川水系砂防事務所長） 

 

一．審査員紹介    13:35～13:40 

 

一．論文発表及び質疑 13:40～15:10  ６編（各発表１０分、質問５分＋入替時間） 

 

一．休  憩       15:10～15:20   

 

一．講  演      15:20～16:30   (一社)日本労働安全衛生コンサルタント会富山支部 

 副支部長労働安全コンサルタント  高嶋敏秀氏 

 

一．成績発表      16:30～16:45   審査委員長（北陸技術事務所長） 

 

一．講  評      16:45～17:05   高山労働基準監督署長 

 

一. 表  彰      17:05～17:15   工事安全対策協議会長 

 

一．閉会の辞      17:15～17:25   工事安全対策協議会副会長 
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第２４回工事安全施工管理研究発表会の審査員

姫野　芳範 審査委員長　　北陸技術事務所長

三輪　和生 高山労働基準監督署長

川瀬　重徳 岐阜県古川土木事務所長

田近　正英 (一社)吉城建設業協会理事長

石井　陽 神通川水系砂防事務所工事安全対策協議会

会長　

田丸　正則 神通川水系砂防事務所工事安全対策協議会

副会長

今回、ご後援いただいた方々

○　高山労働基準監督署

○　岐阜県古川土木事務所

○　（一社）吉城建設業協会

○　建設業労働災害防止協会 岐阜県支部飛騨分会

○　砂防施工管理研究会

主催

○　神通川水系砂防事務所工事安全対策協議会
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